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かけはし104号

目黒区青少年委員だより

子どもたちの未来へつなぐ虹のかけはし

青少年とともに歩んで７０年！！

　青少年委員制度は、昭和２８年東京都において発足以来、昭和４０年の区

市町村への事務移管を経て、今年度で７０年を迎えます。これもひとえに、

子どもたち・地域のためにできることを模索しながら地道な活動を積み重

ね、たすきをつないでくださった青少年委員の先輩方と、その活動を支えて

くださった地域、教育委員会をはじめ、行政の皆様方のおかげと、心より感

謝申し上げます。

　ここ数年は、新型コロナウィルス感染症による行動変化を余儀なくされ、

これまで当たり前のように行ってきた数々の行事はことごとく中止となりま

した。最近になり、少しずつそれぞれの活動が再開されてきました。さあ、

ようやく我々、青少年委員の出番です!!

　子どもたちと地域の「かけはし」となるべく、これまで充電してきた力を

思う存分発揮し、様々な工夫を行いながら、次の１０年、２０年に向け、こ

れまで以上に精力的に活動していきたいと思います。

　今後とも、青少年委員及び青少年委員会へのご指導・ご鞭撻をどうぞよろ

しくお願いいたします。

　小・中学生の皆さん、黄ポロに青ジャンの青少年委員を見かけたら、是非、

声をかけてくださいね。さまざまな活動を一緒に楽しみましょう♪

目黒区青少年委員会会長

土方　武

青少年委員制度は、おかげさまで２０２２年に７０周年を迎える事ができました。皆さまの

日頃からの応援に感謝申し上げます。これからも、目黒区青少年委員は、青少年とともに歩

み続けて行きます。

ごあいさつ

　３年ぶりに開催された「目黒区民まつり」で、青少年委員会は、「子ども広場」

内に『ヤン☆ヤン ゲーム屋さん』を開店しました。

　今回も中高生のボランティアを募集したところ、例年を上回る人数が集まり

ました。事前に2回集まり、顔合わせ、看板作り、ゲームのルール調整をして、

準備万端整えて本番に臨みました。

　当日は、新型コロナウイルス感染症が完全には収束していない中での開催

だったため、密集を避ける工夫をして実施しました。

　ゲームコーナーは大人気で長蛇の列ができました。スタッフは何度も追加の

景品を買い出しに行くことになり、嬉しい悲鳴があがりました。また、パンや

ドリンクもとても好評で、無事に完売御礼となりました。

　終日、お客様も中高生ボランティアも、笑顔に満ちていて、とても楽しそう

でした。区民まつり・子ども広場が開催できて本当によかったです。

目黒区青少年委員会の最新の情報は、下記の

コードからご覧いただけます。

青少年委員会で作詞作曲した「Smile Again」

も聴けます。ぜひご訪問ください。

迷路をとくと数字があらわれるよ！
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青少年委員会ＨＰ Smile Again

　青少年委員制度が発足70周年の記念すべき節目を

迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。

また、日頃から青少年育成に取り組んでいただいてお

りますことに、あらためて感謝申し上げます。

　この10年を振り返ると、ＩＣＴの発展、少子高齢

化など、青少年を取り巻く環境は急激に変化していま

す。特に、新型コロナウイルス感染症の影響により、

私たちの日常生活はこれまでと大きく変わりました。

　こうした状況の中、目黒区では昨年度、区政運営の

羅針盤である「目黒区基本構想」を20年ぶりに策定

しました。「さくら咲き　心地よいまち　ずっと　め

ぐろ」の実現に向け、「目黒区基本計画」に基づき、様々

な政策を進めているところです。

　計画の基本目標の一つ「学び合い成長し合えるま

ち」では、「子育て子育ちへの支援」として地域と連

携した子育て支援の充実を目指し、青少年が地域社会

を担う一員となるよう社会参加の機会の充実に取り組

むこととしています。子どもの健やかな成長をはぐく

むために、区では、家庭・学校・地域等が連携し、青

少年の健全な成長や自立を支える環境づくりを進めて

おります。

　青少年委員の皆様におかれましては、住区住民会

議、ＰＴＡ、学校、教育委員会など、地域の様々な団

体や人、そして行政をつなぐ「かけはし」として積極

的に青少年育成に取り組んでいただいております。ま

た、コロナ禍においても試行錯誤をしながら熱心に活

動を継続していただいております。今後も皆様のお力

添えをいただきながら、青少年の育成に向けた環境整

備に、より一層努めてまいりたいと考えております。

　最後に、青少年委員の皆様の益々のご活躍と青少年

委員会の更なる発展を祈念し、お祝いの言葉とさせて

いただきます。

　令和４年１１月１９日(土)めぐろパーシモンホールにて、『子育“て”

＋子育“ち”～目黒区子ども条例～子どもの意見を聞いていますか？子

どもが参加できる場所をつくれていますか？子どもの権利を尊重し、

子どもが参加できる目黒を目指そう！！』と題して、地域育成者フォー

ラムを開催しました。当日は、地域で青少年育成に関わる方や保護者

の方およそ１００人の皆さんにご参加いただきました。

　第一部の講演会講師には子ども権利条約ネットワーク代表 喜多 明

人氏、千葉大学教育学部准教授 三森 寧子氏をお迎えし、喜多氏には「め

ぐろの子どもの意見表明・参加を支える－こども基本法、目黒区子ど

も条例を生かして－」、三森氏には「子どもを主役にした地域社会を作

る」をテーマにお話しいただきました。第二部では、「子どもとともに

創るまち・地域と私たちの課題」をテーマにパネルディスカッション

を行い、登壇者で活発な意見交換が行われました。

　あらためて、「目黒区子ども条例」の意味と「子どもの活動への大人

の関わり方」を考える有意義な時間になりました。


